
見官込百三重!際中部の深愛地震調査報告

-r~--脇関郎、高橋正吾、和田英夫

1: '緒言 昭和 11年 10月 26日 18時 34分頃三重!採中部に深夜地震

が議生した。同地方は本州中央部を横断し若狭湾かEi八丈島方面へと連なる深

表地震帯に属する。地震の規模は合会り大きくはたし柿岡，宇都宮，八戸市内

及び小山(宇都宮管内〕で異常的に微震を感じた程度であった0本報文で著者

等は気象要覧所長ら観測値を塞とし本地震の震央及び震源の深さ等を出来るだ

けE確に求め，且つP波初動より登震機構を推定し，共等の関係を調査しゃう O

ネ

2. 震央及び震源、の深さの決定 各地測候所に於け石登震時，初期微動時間

より決定した震央は東経 136"18'，北緯 34
0

30'で三重県系中部の局ク獄附近に営

って居る。

震央に最も近い観測所は約..28粁距った津で、あり我図陀於ける観測のうち最

も遠いのは肇湾の塞東で震央から約 1970粁距って居る。ヨたに P，P.......:.-Sの走

時曲線を作成し，之に基いて震源の深さを決定したら

(i) P波に就ては和達，鷺坂，益田の三氏が計算された震源の深さ 360粁

に封癒する走時表と比較すると，此の地震の走時は殆んE之と一致するo 此を

第1園に示すO 圏中の曲線は震源の深さ 360粁に封臆する上記三氏の計算され

た走時曲線で、ある。

。i) P""S走時差曲線に就ては，鷲坂，竹志向氏が計算された P--:S表より

震源、の深さ 320粁， 360粁貫 400粁に封する曲線を重き各観測所の走時と比較

した。第2固に示す如く黙は相営ぱらつくが平均として大鰻360粁のに最もよ

く適合する。

以上の如くして震源の深さを 360粁と決定した。叉第1国の走時曲線上り震

央に於ける護震時を求めると 18時 34分 17.8秒とえにわ震源に於ける推定

議震時は 18時 33分 31.3秒となる。

*気象要覧には震央:東経 136.03，北緯 34汚，震源の深さ 340粁と奥へられて居る。
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3. 初動分布及び授震機構ミ各地の地震計に依り記録された P波の初動分布

を大いさに比例した矢印で地国上に記入して見ると第 3園の如くなる。圏中×

は震央，黒鮪は P波初動の密波，白黒占は疎波なるととを示す。勲線の矢印は上

下動の観測の無きものを示す。I3Pち震央を過り N5C/vV-S 500 Eに走る節線

を境とし其の北東側ではP波初動は疎波，南西側では密波である O 斯様えに P波

初動1の地表に於ける分布は本多技師が嘗って“a"型として示されたものと同一

で、あって，本多技師が調斎された昭和 7 年 4 月 ~8 日熊野灘の深夜地震と同

様底分布を示して居る。

第4固に於て Eを震源とし， Hの周りに小さな球を考へ，震源 Hを過り互

に直交するこつの面 OCD，ACBを P波の節面とする。賓測値に基き HO

が大鐘鉛直線と一致する事が知れる。今HOを極軸とする極座標D，rpを用ひ，

第 3固 P波初動分布固
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第 4 閏

第 3園中の節線は第 4闘の

OCD面の地表に現れたも‘の

である。 ACB面は地表で・は:

節固となるべきものであるo ・ー
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策 5園 P波初動等振幅線

F 

球面上の任意の貼Pを考へると

OP=D，く COP=伊 となる・0

D， 9つは震央距離や震央に劃する観測所の方向から容易に計算出来る量であ

る。一

地表に於ける初動の振幅は失式によって奥へられ2;、

，/ο仰司/ sin D dD 
。p=~'í VUp2+Wp2 1/ 工~I/~一二一一→

v Po旬。VムsineO dA  

-sin 2D sin 9ロcos(pt-kr)

{}sr=Usv 引1/~1/ sin8 d8 
伊 =U.v5.'209Jl/~l/ 一一一一一一一一・ u， 一

V.poのoVムsineo ds 

cos 2D討ncp cos (pt-kr) 

1/ P付..'/ sinD dD 。st=-2>< 5.20m 1/ -'----1/一一一一一戸一一
v poのoVムsineo . dム

cos 2D cos cp cos (pt --.:. kr Y 
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P円波初動

初 動

費計測算値値親 調。 所 合成値 計算値 A 
N E Z 

彦 キ艮 一 5，μ 7 - 7.μ 1 -14.P 1 16.μ 8 14.μ 3 1.17 同80I 

亀 山 徴 + 2.0 - 15.0 15.1 8.4 1.92 31 

請中 戸 一 3.0 一 1.8 + 17.6 20.5 11.2 2.20 103 

、名 古 屋 - 5 - 9 - 22 24.3 22.6 1.08 90 

和 歌 I-U 一 6.1 - 4.2 + 13-.1 15.0 20.8 0.72 110 

測 本 一 3.6 - 8.3 + 20ぷ 22.5 19.7 1.14 133 

潮 自甲 - 7.9 - 4.4 + 44.0 44~9 26.9 1.67 133 

潰 本会 徴 一 3 - 46 46.1 23.1 2.00 129 

肢 阜 一 1.9 一 1.8 - 15 15.2 23.1 0.66 104 

豊 I河 徴 一 1.0 一 1.7 ， 2.0 15.7 0.13 172 

一一一 島 - 5 - 16 - 32 36.1 27.0 1.34 246 

甲 府ぜ - 15.9 - 15.9 徴 22.5 28.9 0.78 236 

遁 分 - 11.6 - 15.9 d 19.2 25.7 0.75 371 

高 知 一 6 - 14 十 24 28.4 26.6 1.07 278 

長 !Is' - 4.0 - 13.5 - 20.0 24.5 29.8 0.82 287 

言百 橋 -. 2.5 + 0.4 8.8 9.2 28.3 0.33 324 

東 ぷ O w - 13.0 13.0 25.7 0.51 334 

輪 島 8.2 十 4.3 - 11.4 14.5 23;7 0.61 324 

松 Ll~ - 4 - 14 + 23 27.0 20.0 1.35 324 

)'¥ 丈 島 + 2.3 1.8 徴 2.9 7.7 0.38 371 

筑 波 111 - ~1.6 - 2.3 一 2.7 3.9 22.2 0.21 4.08 

柿 岡 - 4.8 - 7.7 一 5.0 10.3 23.4 0.44 409 

自民 本 一 2.4 - -7.7 + 21.8 23.2 12.6 1.84 

長 崎 十 5.7 - 6.3 + 5.6 10.2 8.9 1.15 625 I 

4事 島 - JO - 38 一 24.4 167 

多 度 津 十 4 - 8 23.4 一 236 

室 戸、 - 14 - 6 一 29.9 243 

伊 東- -7 - 1.5 一 26.2 269 

清 7k - 10 - 14 
ー-，・『・

25.2 一 361 
一一一ー

目1高 |司 + 5 - 12 ，一 11.2 547 
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但しれは P波初動振幅，'Osrは'8波初動水平動振幅の震央方向の成分F

ð.~t は震央方向に直角な成分を表ず。叉 P， の及び PO' 旬。を夫々震源及び地表に

於ける地震波速度及び密度とするO 上式に於て P=POJ旬。=3.20 kmjsec，旬=8.76

krnjsec， ~r = 4.19 xlC4 cm2としれを計算した結果を賓測値と比較し前表に示

すO 表中ウヰへJレト式地震計の無い観測所のものは上下動を得る事が出来ない

から合成値の所は横線を引いて置いた。叉上式より地表にて観測さるべき P

波初動の振幅を求め地園上に等振幅線を引いたものを第5固に示す。三えに計算

イ直と賓測値の P波初動の比較を第6固に示す。圏中@印は節線の南西側印ち

密波の部分で0印は北東側部ち疎波の部分である。賞線は全館の平均の傾向

を，鎖線及び結線は夫々 0印及び@印の平均の傾向を示すO 此の園で見る如く

大鰹節線の南西側では計算値に比し寅測値が大きく出る傾向があれ之に反し

東側では寅測値が小さく出る傾向がある。

此の関係をもっと詳しく見るため〈貴測値)j (計算値)を求め之を縦座標に

取れ節線の北東側と南西側とを夫々横座標の負及び、正の側に選び震央距離を

取り第7固に示すO
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此の国で見ると北東側では概して賄が1の線より下に，南西側では Iの線よ

り上にある事が相官明瞭で、あるo ~pち節線の北東側では計算値に比し賞測値が

小さく南西側では賓測値が大きい事が明瞭に表れて居る。此の結果は嘗って熊

野灘に起った深護地震に就て森田点王北東日本で、は南西日本より掠幅が大きい

と云ふ事と矛盾するが果して地盤の影響であるか或は登震幾構のモデルとして

考へた球の位置の推定の不充分な震で、あるかは今の所不明である。此庭では只

上の如く鍛定して得た結果の大穂を記すに止めて置く O

策 8園亀山のS波初動
S波の初動に就いては詳細注調査はし

なかったが，亀山の記象紙に就て S波の

初動を讃取った。印ち亀山では N-I05μ，

E-279円 Z-29μ である O

(1 )式より計算した S波初動と寅測値

とを比較し第 8固に示す。園中賓線の

矢印は賞測値で黙線の矢印は計算値で、あ

i ( ~4.) 



第 9 悶 重量山ウヰヘルト式地震計記象
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る0-大鰻よく合って居る。

本調査は昭和 12年 1"""3月に測候技術官養成所に於ける地震演習問題とし

.て行ったもので種々御教示下さった本多先生に厚く御『豊中し上げる。

(昭和 12年 4月〉
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